
一
　
般
　
質
　
問

　
　
　
　
世
界
に
誇
れ
る

十
和
田
湖
・
奥
入
瀬
渓
流

を
、
世
界
遺
産
に
登
録
す

る
考
え
は
。

　
　
　
　

世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
場
合
、
知
名
度

の
さ
ら
な
る
向
上
な
ど
、

様
々
な
相
乗
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
が
、
世
界
遺
産

に
必
要
な
暫
定
リ
ス
ト
へ

の
登
録
は
、
今
後
公
募
で

は
な
く
学
識
経
験
者
等
が

調
査
、
選
定
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
聞
い
て
い
る

た
め
、
国
で
登
録
の
動
き

が
あ
っ
た
場
合
に
は
地
元

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
　
　
　
令
和
４
年
度
水

田
活
用
交
付
金
が
減
額
に

な
る
と
聞
い
た
が
、
農
家

へ
の
対
応
策
は
あ
る
の
か
。

議　
員

市　
長

議　
員

　
　
　
　
第
２
次
市
総
合

計
画
の
後
期
基
本
計
画
策

定
時
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
よ
う
だ
が
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま

え
た
新
規
事
業
の
予
定
は
。

　
　
　
　
　
　
　

子
育
て

支
援
の
充
実
に
つ
い
て
多

く
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
後
期
基
本
計
画
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
、

議　
員

企
画
財
政
部
長

　
　
　
　
　
　
　

青
森
県

を
は
じ
め
地
方
６
団
体
の

連
名
で
国
に
対
し
、「
水
田

農
業
の
持
続
的
発
展
に
向

け
た
対
策
の
強
化
に
関
す

る
要
望
書
」
を
提
出
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
国
の
交

付
要
綱
が
い
ま
だ
定
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

市
独
自
で
農
家
に
補
助
す

る
こ
と
は
、
現
時
点
で
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
大
堀
公
園
西
側

農
林
商
工
部
長

議　
員

令
和
４
年
度
新
規
事
業
で
、

産
婦
健
康
診
査
、
出
産
費

用
や
股
関
節
脱
臼
検
査
費

用
の
助
成
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
の
対
象
者
拡
充
な

ど
を
予
定
し
て
お
り
、
さ

ら
な
る
子
育
て
支
援
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
市
ご
み
減
量
行

動
計
画
で
は
「
１
人
１
日

当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量

を
９
２
０
グ
ラ
ム
以
下
」

に
す
る
目
標
で
あ
る
が
、

達
成
し
た
場
合
の
効
果
は
。

　
　
　
　
　

令
和
２
年
度

の
１
人
１
日
当
た
り
の
ご

み
排
出
量
を
基
に
計
算
し

た
場
合
、
市
全
体
で
は
約

議　
員

民
生
部
長

国
道
１
０
２
号
線
沿
い
の

公
衆
ト
イ
レ
を
通
年
利
用

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ろ
ま
ん

パ
ー
ク
の
芝
生
公
園
等
の

利
用
者
向
け
で
あ
り
、
冬

期
開
放
は
設
備
の
設
置
や

通
路
の
除
雪
な
ど
が
必
要

と
な
る
た
め
、
施
設
の
利

用
見
込
み
の
な
い
冬
期
開

放
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
ろ
ま
ん
パ
ー
ク

北
側
の
雑
木
を
伐
採
し
、

展
望
台
を
設
置
し
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　

雑
木
を

管
理
す
る
県
か
ら
「
眺
望

改
善
の
目
的
で
は
伐
採
の

優
先
順
位
は
低
い
」
と
確

認
し
た
た
め
、
現
在
は
伐

採
要
望
は
し
ま
せ
ん
が
、

今
後
の
活
用
を
調
査
研
究

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
林
商
工
部
長

議　
員

農
林
商
工
部
長

１
７
２
９
ト
ン
の
減
量
、

ご
み
収
集
処
理
費
用
で
約

５
８
０
０
万
円
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
ご
み
処

理
施
設
の
焼
却
炉
や
最
終

処
分
場
で
あ
る
埋
立
地
の

延
命
化
、
さ
ら
に
地
球
温

暖
化
の
抑
制
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
民
間
企
業
の
バ

イ
オ
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

わ
だ
の
運
用
開
始
は
、
当

市
の
事
業
系
廃
棄
物
に
ど

の
く
ら
い
影
響
を
与
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

令
和
２
年
４

月
か
ら
食
品
の
残
渣
を
受

け
入
れ
始
め
、
本
市
の
事

業
系
廃
棄
物
で
令
和
２
年

度
４
３
ト
ン
、
令
和
３
年

度
は
２
月
ま
で
で
３
３
０

ト
ン
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
十
和
田
地
域
広

域
事
務
組
合
で
焼
却
処
分

し
て
い
た
た
め
、
そ
の
分

が
ご
み
処
理
量
か
ら
減
っ

て
い
ま
す
。

議　
員

民
生
部
長

斉　藤　重　美
（自民公明クラブ）

国
で
登
録
の
動
き
が
あ
っ
た
場
合

　
　
　
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く

十
和
田
湖
・
奥
入
瀬
渓
流
の

世
界
遺
産
登
録
を

山　端　　　博
（市民連合クラブ）

子育て支援の充実に
　　　　取り組んでいく

総合計画・後期計画策定時の
市民アンケートの反映は

世界に誇る景観を有する十和田湖

さらなる子育て支援の充実へ

❽


